
火 薬 は 誰 が 発 明 し た か

南 坊 平 遺書

ここにいう火薬は古代に発明された黒色火薬のこと

で.その発明はニトログリセリンの様に備明ではな

い｡私は次の3つの方南から検討してみた｡

1. 爪色火矧ま硝石,硫発,木炭の3成分から成る火薬

である｡硝石の天然晶はどの国にあり,誰がこれを発

見し,活用し,狐色火薬という爆発物に作J)上げたか｡

2. 鼎色火茶の発明後火串の発明まで点,級,面への

広がりのデータがどれだけあるのか｡

3. それらの中英が正しい文献によって証明できる

か｡私は昭和27年この学会旗に日本火薬工業史年表

を発我したが,それ以来この間題の解明に当り,別

敦に詳述する舌代火薬史年来を作り,これによって

次の考察を行なった｡

t. 硝石の発見

鼎色火薬の3組成の内,硫乱 木炭は洋の東西に広

く分布して菰出するが,硝石は中国で土梢,川梢,盤

梢として古くから発見され利用されていた｡インドの

ビハール州の硝石は1600年頃イギリス人によって発見

され年数千トンを輸出している｡その他パキスタン,

ソ迎のキルギス,トルクメンなどにも産出,チリーに

杜硝酸ソーダを天産するが火薬史とのつながりは見当

らない｡中国の土梢はLll兜省に硝酸カJI,シウムの形で

産し木灰により硝石となる｡川梢は四川省茂県附近の

川中から結晶として産し,盤消は鉱石として山西など

に産出する｡

2. 硝石の利用

B.C.(紀元前)J6世紀にはエジプトのアレキサン

ドリアで薬学啓 PapyrusEt妃rSが,B.C.4世紀に

は中国で五蔑山経などが出版されたが B.C.220年

(薬初)破仲条の神虫本革鐘には消と乾共とが食って

いる｡AID･502(紀元)に,神曲本草経集注を著わし

た陶弘矧 ま背矧 こよって苅消と朴消とを区分し前者を

銀丹家に,役者を医家に渡した｡硝石の純品が作られ

たのである｡

3. 錬丹桁に碑石の利用

B･C.275-194,エジプトでは錬金術が最盛期を迎
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え,B･C･220に中国では叔古の錬丹番の周易参同勢

3巻 (憐教の易,道教,鈍丹)を掛 白騒が有わし.前

頭の武帝の時 (B･C.160-122)准繭玉別安の錬丹

香,准南子に括弧 木炭.泊のことが杏かれていた｡

この人は鋲丹家である｡

4. 初期の火薬の錬丹家による発明

中国で菜の始皇帝が不老不死の薬を双海に求め,普

子が且丹桁を産み,B･C･220取伯随の故丹怨周易参

同典が出た｡ B･C･160-122割安の唯南子に読札

顔,消と黒色火薬の三成分が現われ,敢化銅を含む金
鉱より金銀の分隈術であることが判った｡ A.D.12～

～141-位老人の丹薬炉の火焔で小舎が焼けた｡邸息

逮 (264-322)の伏火硝石法で硫井蛙政を硝石を含ん

だ常の中で密にして焼くと火焔が発生し辛i桁を焼き家

を焼いた｡唐の孫文人(<682)の伏火続発法に硝石駄

共各2両を粉末にして混ぜ銀鍬 こ入れサイカチの爽3

ケを入れて発火させ免役に熟庚)斤を加えた｡消虚子
の伏火尊さ法の記録を掠合検討すると,共金を作る鈍丹

炉では原鉱に硝石,成井を加え低温反応で金と飼とを

分取する時,摂って後段の木炭を加えて燐光群故が発

生斯くて少くとも紀元2-3世紀には舶色火非が錬丹

家によって鮒 乍意に発明されていたと考えられる｡

5. インドの火薬

B･C･3257レキサンダーが西印度のtAtlOre東方

でOxydal人の雷火によって敗れた妃録は同地方の帝

石に結びつくが,その後の火鞍-の発展の文献がない｡

さ･ 火薬の拭作と利用 (7-9世紀)

4世紀に於ける鄭思連の式百秒道要略の糠党紀速は

錠金術師と費金によってこれにつながる柑(589-618)

磨 (618-907)初産との間の話題から火薬劉造-の関

心を呼び,筒の鰯帝の ｢火非を以て雑戯をなす｣とか

伊代花火術の火水 鮒 と'となり,また爆竹が燦伏(850)

へ伸び火薬の発明-と伸びて行ったのではあ るまい

か｡

唐が亡んで十国五代のqf,江南で火薬の組成の標準

化が行われ.硝石の摘刺もできたのが耐桝の頃 (93T

-975)で, これを兵制に応用して国を立てたのが北

架 (969-1126),首紛 f;京)であると見たい｡

(322) エ戟火都路会払



7. 火薬兵等の開先 (10-13世紀)

北朱は先づ火薬兵器を兵制に取り入れ,(970.1045)

大名 (11収)沢州 (山西)に火薬,火器の工場を建設

し(1040)li26年に始まった来,金蒙古の三巴戦に火

薬兵草が使われこれらの生産地は1127年金に,1214年

輩古の占倣するところとなり下表の様に火薬兵軒が開

発された｡

火節 :北乗及び南宋

放射火苧 :飛火袷,火槍,突火鎗 (共に南米)飛火

槍 (金)

爆裂火野:欠巻.火砲.帯蛋砲(北架),石砲,金作

砲,金作灰成,魚火砲,火石砲(南宋),鉄火砲,

摂天常 (金),火砲,巌天雷 (蒙古)

火缶 :輔払師が使った｡

火前は前掛 こ火薬包を括り導火に火を付けて発し,

火飴は竹に火薬を入れて 20m の火箱を発し,火砲の

額は鉄,在野未等に火薬を入れ発射直前に帝火線に点

火し野弓などで投げ,落下後爆裂する火常である｡当

時の砲は火薬を物に包んで投げる意味である｡

魚火は南乗の時杭州を中心とした南支で使われ燥

伏,厨凪,地老鼠等の其I正の煙火が市場にLtIで,宮庭

で玩ばれた｡またアラビヤの商船隊によってアラビヤ

に運ばれたらしい.

8. アラブ,ヨーロッパへの火器の伝統

B,C.1200, B.C.900, B.C.500などで各々ト

ロイ,メソポタミア,ギリシャで火器が使われたが,

石油系,砿軋 木質など硝石を含まない娩煎剤であ

る｡222年｡-マの自劫火は,生石灰とアス′､ルトの

合剤を九に入れ水を加えEl然発火さすもの｡670年頃

コンスタンナノブルで伴われた GreckEircも,硫共

松脂石油から破り共に火窮ではない｡

)2】9年慧古風まアム川の職に･3火缶.火桁,火砲を,

1241年1)-ダニノツの矧こな荘煙雀,1258年バクダッ

ドの職に墳天館,)274年仰多湾の上陸に鉄包(摂天雷)

をはったが,防戦跡 =は火窮兵静ま無くまた火薬の秘

法.'ま解けなかった｡

1248年ダマスカスで死んだ†ブンアル′(イタールの

医掛 こ,始めて硝石のことを文辞の雪とし,)249年イ

ギリス人ロジャスべ-コンの掛こSA)pctrosuSとし

て硝石の恥法 (土消の方式)と娘色火薬の組成が紀さ

れ1257年スペインのニブラでムーア人が投射織から火

器を投げ.マド7T等の投射火辞の園がアラブの火春

に紀され.火薬火韓がアラブを経てヨー｡ツバに伝流

されたものと考えられる｡

この研究については東大 ･青田光邦先生の憩府な指

導を受けたO特に活用した文秋は有朋成乱 視寮臥

想鉄球,Himeで,これら紙先生の労作に深い敬意を

掛 5'る｡図1.2,3に示した古代火薬史地図は火#,

火･船の生燕,任用の行なわれた土地の記録で,埠古学
肴の卿IlHこよってJilu･紀における火薬兵曹芽の山土に役立

てば#･せである｡火邦の粗放,火張兵器の詳細につい

ては綾相に記す｡
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四 紀 l*可 紀

硝石の瓦地 中田:土田(11収) JH消 (四川)出納 (LIJ田) (L2,Z4)
〝 インド;ビ′､-ル州 (26)

Jr 四/,'キスタン (北部) (インドの地賀固)

J' ソ迎 :キスギス, いレクメン,タグスタン (13)

ll90±

850

500-450

500-470

249

460-377

410-304

403-22)

!25

γol.20-･No.tけ一7

Troy(トルコ)の敬で トT,イ人は消えない火で,ギリシャ瓜隊を破った｡(25)'

メソがタミヤ (イラク)の戦で火掛 こ焼刃剤を仕った｡(27)

輿 (中国の江諜省)の孫子の兵法に,火攻に火人.火軌 火軌 火軌 類火を使った｡(24)

虐 (新P:)の把缶の兵法に砲という投石按あ り｡(24)

スJl'ルg人(ギリシャ)はプラチナの掛 =細状の*Ji..故地,ピッチを焼粥潤に使った｡(7)
ギリシャ人ヒポクラテスの医薬番が大成｡(8)

スJl'ルタの阿Bl印はシラキ4-メ (イタリー)t2-デス (ト〟ヨ)の牧や硫乱 ピッチ.

松脚の Shellを投石織でTテネ胎齢 こ掛 ブて炎上させた｡(25)
中田最古の苑学Oの五蔵山蕗,山海経が出版｡(a)

インドに役人 したアレキサンダー恥 まインダス川の交織ヒ7 7シスJlIの城 (Lah'orの光)

(82占) 37



T3･ 記 l判可 記 串

14)～87 I◎

でオキシダーJL,人が雷火を城兜より投げて敗退させた｡(4)

エジプトのアレキサンドリアでアヲビヤ人の鎖金術が故盛期に入った｡(1,2)

輩仲畳の茄学事の神島本軍産 (秦の始め)に消,続発の文学がある｡(1,6)

談伯操の中凶最古の諌丹術の奪,周易参同葵が出た｡(I,6)

准南 (安徽)王の劉安の共白帯 (錬丹)の准尉子に流共,脱,消の字がある｡(1,6)

NortonのGunneryに火衣は中国の武帝(7)の時発明され旬奴との磯に使われたという｡(4)

判定 :内容により下の如く判定した｡

○ 碑石 ① 放射性火器 ⑳ 燈火の額

◎ 火茄等 e 爆裂性火辞 △ 焼舛邦 (非火炎)

Ⅱ.Z～6世紀 火薬の発明

盲-盲 三F諒 ILIi ~ ~~~盲
A.D.ー
125-144

x 火茄に票田係

後湊の太平広記に,一位老人が丹毒を作っていた所へ杜千春 (後決の収帝の時の人)が妨

ねて来た｡老人は用事ができて外出した｡蝕が炉辺で仮眠から覚めると,炉から大火が起

り,火伯が虫枚に達し錬丹′ト食は掛 ナ落ちていたとある｡(21)

三国時代に祝の曹投は,官泣 (LIE酉)の敬で,真.Sの軍-罪石衣で石を投げた9去帯は節
露草と呼んで之を恐れた｡(20)

tl-lt帝凶のアレキサンダー6位は,自助火と称し,生石灰とアスハルトの配合剤を入れ

た丸に少丘の水を加え発火させた｡(25)

奴の明帝の時,扶風 (北支)の周釣は慮伏を作った｡(22)

滞葛喪は沖.8 (今の#県-受持省)で伺馬文王 (衣)の即に囲まれ,発石qL,火筋で敵の

鞍鼻を焼いた｡(20)

｡-マ人は火節を用い火槍を機械から打ち出した｡(25)

雷管の臥 鄭息遠 く264-322)の其骨砂迎賓略に,伏火硝石法として r続発,碓弟を硝石
を含んだ串の中で密にして焼くと火焔が発生して,手石を焼き家を焼いた｡｣(2l,22)
ローマの AemeusI士硫乱 ピッチ,香料,松村,麻原を卯型の禾答に入れ敵船の甲板に投

込んだ｡又 Kegetiusは硫恥 ビチューメン,I,ジン,ナフサを敵船に投込んだ｡(25)

梁 (南文)の陶弘丑は沖浜本革経典注に硝石 ()名誉硝)を香き,斯 料を帝煩により朴洞

と区分し,錬丹家と医家に故した｡(21)

梁の易給通卦故に r正月に爆竹を月う｣とあり｡(22)

Ⅱ.7-9世紀 火薬の利用

記 琳

皮層の物原に ｢隅の頒帝火災を以て寺圧政をなす｣とある｡当時洛陽で幻人が首鼓を阿顕し

た｡(22)

浦の方以智の物理小敵 こ唐代花火術の項に火水および銀花のことが沓いてある｡(6)

撰敬等の新修本草(店本草)に朴消,硝石,巳消について辞述されている｡(3,5)
文t2-7帝国はシリアの-リオトp-ブ人の Kdhikosの献策により,耗舛松脂石油から

成る Greek丘reを用いてサラセン鎗際を全滅させた｡(25)

店の孫英人の丹範の中の伏火琉典法に r硝石,柄井各2両 (75g)を粉末にして混ぜ銀鍋

に入れサイカチの爽3ケを加え放尿斤 (I.8kg)を加え･-･･｣とあり｡(J.21)

メッカ (サウジアラブ)の敬で Kaiabaがシリア兵の焼苅評で焼かれた｡(25)

AJor(西インドのダt:-ル同)王の乗った封 土回教軍の放ったナフサ矢で焼き殺された｡(25)

帝虚子の鉛未申辰至宝典成 (暦の恵宗の時)に所有2両,硫煎2両 トリカブト3.5金主(75

:75:3.75g)を使い伏火鮮法を行なった｡(21)

サラセン野内柄の斗争で,Hostilecampから放った 丘ream でバクダット(イラク)の

町が焼かれた｡(25)

30 (326) 工業火薬協会雄



Ⅳ. 10-t3世定 火薬兵笹の内果
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JZF東に県臣の好軌 ま千草(今の解L3-匹ig省)を攻め売投飛火を以て馳沙円を焼いた｡(22)
i.ヲ七ンfftはサtz三分 (ギリシャ)を攻め,ビ･/チ松用生石灰の浪合物を陶製のポ･/トに

入れてBJf,煩われると身体に鼓いかぶさり究息させた｡(25)

浸 く訴江)の罪蛸の8,化掛 こ力士のLt:合の拡項があった｡(22)

北乗の始めの肝桐の併収に r火砲は火薬を使った乱 火雀は火苑を篭状に作り節の先均に

近い所にくくり引蝕を用いて点者扱砲で発射する｡この時代硝石をメ郎再と称した｡(21)
ヨンスタンチノブルと攻めたpシャ鉛酸に対し,文｡-†耳は蝕からナフサ,生石灰,碇

弗から成るSea丘re紋を菅又はサイフオンで注ぎかけてこれを境いた｡(25)
宋史兵史に r巧鮎昇等が火節法を進め,帝はその拭政を命じた｣とある｡(6)
朱の也託は火砲,火帯を用いて府虐 (南京)を亡ぼした｡(21)
群の文掛土火臥 火笹,火誘発を欽納した｡(6,21)

朱の米州 (河北)の石掛 まEl作の火軌 火的な作り其射 士こ)ほ 取り宰相がその典故を見

た｡(2暮)

米の茶系の時,劉永掛 士卒抱 く携帯用投射抱)を発明した｡(6)

栗の亡森の時牝宋政府は沖京 (Em封-河fei)に火薬工拳を娃乱 外に空音,廷火油布のエ
敬を建設した｡(6,21)

北究政府は武琵給巽を苑刊Lr火亮の配合,火払 戻賓火雀,苛荘燈範の構造等を停逃し
たJ(後述)｡(24)
苅1回十字JfEの時 Niceの敬でサラセン恥 土ビ･/チ,油店辞と投げ,Jem弧Iem の妊虫か

らピッ1･,読札 府厨を掛けた火矢を放った｡(25)

金は栄の甘石持京を田んだ｡栗の骨格は火臥 火W,火砲を以て,季抗は帝産砲を以て之
を帝過した｡(21)

金印は北米 (開封)をBlみ砲座盲点を列べ飛石は田の枝に城兵を打って,死傷はロに10-

20人に及んだ｡(6)

金が北架の首番紬京と陥れたとき,火英火野の生産地の沢州 (山西)大名 (何社)をも占

倒したのでその技術を受けついだ｡(21,22)

洛掛出土の音余生に1人が対出して各方に2倍の抱が田いてあった｡抱の字は火によって

LLJたもので石によらない｡何宋以後の物と思われる｣とある｡(22)

芸元密の刃t末夢串良に ｢忽ち-PJl訂盛の如く雌伏が鳴った｡皆が芳いた｡胸火大いに起少

佐両の丸がロから畑火と吹き出した｡(22)

南乗の林之平は拙速広文泊粒の金人を罷るために船上に石亀,火前などの火葬と使うこと

を姐eZ3した｡(2t)
金の完崩が除州 (映県一河内)を攻めた時,T#架の学彦山は金沖砲を使ってこれ を防い

だ｡(21)

金の畢帆が他安を四み磐梯に上って攻めた｡守将の隣9.は火砲窮を長竹革に填めた火槍20

金糸Bff:り人で扱い使用粧WJに点者し天桟を焼いた｡(21,22)
金比内朱の漂州 (鳳助-愛執)を攻めた時,城内から金持灰瓶と欠石と典に尭した｡(22)

金の船隊は格子江榊粋の究石串を攻めた｡膚熊は軽く汚くて脆い瓦位を作り奄窮,石駅,

鉄撰苛を中に入れ水敬 に伐 った｡ この灰砲の鯛斉によって搬兵はElが開けられず大敗し

た｡(22)

金の光跡 士組子江を洩ろうとした｡持株 の戚允文は節盃砲と淋し紙筒に石油と琉典とを入

れ定♯故空中に上げると前出一押し,水中に描ちて発火し人.吋の日をくらまし敵は大敗し

た｡(22)

耐米の曲伊は哉91耳と以て馴 N(江蘇)を扱払地として金に抗し,火石砲を創り政と200

歩 く360m)で対した｡(22)

金のtLt衆の時掛曲鼎 (大仰-11滴 )の鉄琴が火缶を使って狐を取った｡経を餌にして大樹

の上にかくA,狐が下に水た時火缶の棒掛 こ点火して下に掛 ヂ火位が大音を発し爆発Lm

堺の乱れに乗じこれを取った｡火缶の質は判らぬが缶穀は銃剣で,火導線として掛 こ火炎
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を拳書込んだものを使った｡(21,22)

fhl未の帝京の時に苅正の原火が出?_した｡当時の帰伏は今Llの虚子火 (箱火)で点常後先

づ爆杵の声が出て次々に各租の花弁,鬼怪が出現する｡界且は外に見越が鬼を繍える絵が

あり内J=轟也を仕掛ナ点者役各忠の読会が山る｡地磐凪は地下に噴火乱慣する｡(22)

金宋丙政府は碕弗と萌との採F]の羽を厳にし,一般人氏は火茄を挽非分iEに応用した｡(21)

金は汁京 (国対)に尚超 し崇昔は中布 (北京)を取り.金の封近火苑火歩の技術と人材と

は葉音に移った｡(21)

金は輔朱の即州 (酢啓一削 ヒ)をBlみ投石織1ヲ良を列べ城内へ鉄火砲を打ち込んだ｡鉄火

砲はひさご形で口が細く生鉄を鈴た鎧6cmE]的地までの距掛 こ応 じたgl践 (噂火奴)に点

普,地上に落ちて杵裂した｡(21,22)

朱の奄宗は:初年元FI,首苛応変 (境州一新江)の庭中で僅火の地老色を見て驚いた｡(22)

栄･Gの将蒐蘭は金の河申府 (倣尉-陳酉)を攻略した｡板肌可は城兵3千とat:.Jこ船を希っ

て造れ,水路に椴わる青粉を盛天田で故地して通った｡(21)

元罪は13梢の竹鞄を作少憩大の石河を射って城を平にし火砲を以て城内を燃 した｡火砲は
火唖を放射する砲である｡(22)

金史観伸伝に｢過砲を作った｡ 数人でよく大砲を100歩 (相0m)以上飛ばし必 ず 当っ
た｡(22)

聾者は金の何漉 く柵抵-河T#)を攻め貞天骨を使った｡盛天骨は鉄血に茶を盛D,火を以

て火捻すると砲が遠く-飛んで爆発し,その7fr骨の如く首払(60km)の外に例え,火熱の

及ぶ所単軌 (]8mx18m)以上に及んだ｡(2),22)

崇奇兵は牛皮を放り齢京城下にトンネルを梱った｡金岬は鉄鬼に讃宍冊を吊り下げその兵

を殺した,(22)

栄古と金の押流 (脚封)2度日の争専断 こ金は飛火姐を用い,約分十金砂 (20m)を披き

人は近よれなかった｡(22)

摘京 (舟捗)の敬で金は火槍を以て糞古に勝った｡飛火槍は敷火脚 6枚を皿ねた偶の長さ

2尺(0.6m)に切払 鉄軌 を*,市A,批帝の朗を路め恥 こ包んで点者すると火焔は槍

約.1mに及んだ｡(21,22)

貸せ,朱の迎合罪は欝州 (汝何一河内)を田み.放せ恥 士火砲を弗して城内を焼き金の文
宗は溢死し金は亡んだ｡(2Z)

崇舌は南朱の安立 (好県一受取)を珠め,火砲を苑し城内を放いた｡(2[)

宋の理宗の時宋音坪旺盛何 (雷向一乗何)よp北上して四桁を震動させた｡大臣の李骨伯

は静江 (桂林-広東)を壷赦した所大小鉄火砲95袋,火前95払 火姶105帝で1,100人の 1回

出持分しかない｡当時剤州 (江披)で鉄火砲月産 1-2千私 益 (却倍),罪 (虫祥)〔何れ

も湖北】に鉄火砲各 1-2万袋あったので'Eに槍充した｡(2])

未の理系の時沖称府 (#淋)で突火稔を克明した｡巨竹を内とし上1馴こも火苑を装しその

中J=手芸を置く,火薬に点者鎮火癌が出てそれが冶え終る申子京が飛び出す｡この時 1敬

のPT昔を費し150余歩 (270m)まで脚えた｡(21)

文盲は妾酷と焚韓 (弗に湖北)を囲み包囲5年に及んだ｡この時空尉の急を救･)ため襲用
軟膏は3千の士を)00舟に分乗火租その他の武野を果し洪水 )20皿(72km)に蝉る繋奇兵

を境 p袋田に入城した｡(21)

元の丞相拍鼠 沙沖 (刑円尉近-瑞光)を攻み,守将巾榛王降らず,砲守襲悪性火砲を以

て攻城,一時に荘婚天を1.gし,韓ついに臨つ｡(2Ⅰ)

元の拍正削ま史覇に格州 (江茄-江荘)を攻ゆさせた守将重大の2士火給で刺した｡史掃刀

を打って左を切って倒れた｡(21)

静江 (桂林一広光)陥るの日,栄の守将卒飴棒は一大火砲に点火した｡留男の椛瓜音を苑

し城壁は崩れ城兵200人は灰と化し,城外の元兵多数が盛死した｡(21,22)

朱の班世保と元の破弘缶とは炭山 (洪円の臥 鉄門附近の大河ffl一広東)で船敬を行い弗

に水師用の火砲を以てし罪は敗れて亡んだ｡(21)

40 (828) エ発火非協会建



V.13仕掛 こ於ける中国の火薬火等の海外への伝涜
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西 紀 [判延1 記 和

ヂンギスカン酋征の時 Khom之m 帝国 (今のイラン及アラル彬耐火)Amu川の敬で琴砲

によって投石して城壁を蔽り苛火缶,火街,火砲を用いて軌 勺を挽いた｡(16,2l,26)

JIツの西征の時ポーランドのリーグニッツ附近の WahJstAdtの敬にiu窮僅態を使った｡
(21,16)

用務の武林lL伸 に ｢西湖(杭州)の少年除夜は雌伏を兇う,その中に薬線を花ナ｣｢又畑起
稔,詫里を走らす,水爆思慕 ･-･･｣とあl)｡(22)

乗の呉自牧の夢安登に ｢虎司所に界且を列ペ捕鬼の封を田き.内に英絶とかくし,之に点

火すると有余茄が造鼓して火が絶えない｣とあり｡

又杭州の小径記に r類火を;Jeる人あり｡｣

伸友侍従が串州 (新江省金串)に来た時には4人の呼円貨がAi.'･た｡

又,Moravia(今のSlovakia)の 0lm山 城を岡んで火節を用いて寺院を焼いた｡(16)
摘末の時首前段安 (乾州)では王室が煙火を玩び,市では燥伏短火を宛っていた｡又この

節清栄は回教凶と結上貿易が盛んで広札 揃札 泉札 温水には居田地があり火薬燈火は

アラビヤに入り火駄 文帯火,巾国鉄 (中rqの虚軌 光弘 鉄蹄)となったものと想われ

る｡(22)

1248ダマスカスで死んだ 】bnal払ythaE(スペイン系アラブ)の良否に硝石のことを文辞

の雪とし,かなり耗梓のもの引乍っていJJL-" (2Z,25,26)

イギリスの RogersBaconはその育OpcribusArlisetMagiaeに狐色火兆の配合を研石

7,続発 5,木炭 5とし,又硝石 Salpctrosusの持剣法を祥逃した｡(25)
元のフラー〆は Bagdadの敬に東天雷を比った｡(21)
Moor人はスペインのNibraで投射段 から7;や汚物を投げ<...9火をniうミサイル を射 っ

た｡(25)

ムーア人はモt,ツコの Melilh の頓で Cannon又は火幣を伐った｡(25)
アラt:'ヤの典沓中に契丹火軌 契丹火帝の凹が あ るC今レニングラード脚物餌 に あ る

Madfaの絵はこれと同一物でこれは火砲から作られたものと見ることができる｡(6,21)
元は朱の基袖 (湖北)を攻めたときホラズム人イス-/オンに繋船砲をLl:らせたが投石機の

人力を流石に代え挺子の理で石を投げるもので火砲でIxい｡(6,21)

文永11年元卸は博多掛 こ上納 ｢引く時鉄包を雅しその)l･'1!の如くFl*Tcは栄き放れたJ,
この鉄包は征18cm位の震天雷である｡(6,21)

ベニス人マルコポーロは4Fl上掛 こ着き元の世祖 (フビライ)に会い,筏中は内を旅行し

た｡(610)

Wh oDidh▼entExp]08iveB?

byHeizoNambb

l. ThehistoryoEblackpowderanditsapp)icalionstofirearmst妃fore13centtJry

hasbeendiscussed.

2. Potassiunnitrate,aprincipalcomponentofblackpowder,wasproducedonly

inChina,lndiaandeastandwestsideoECaspianSea.

3. In2知 B.C.thenoteaboutpotassiumnitrateandsulphurwerewritteninthe

ChinesebookoEmedicine,andfrom160B.C.to120B.C.,metallurgist,Liuanwrote

aboutthemetallurgyofKNOB,SandCunderlow temperaturs. In502A.D.,
T80kongjing,afamousphysician,distinguishedKNOBfromN82SOlbyitsvioletflame.
4. In682A.D.alchemistQuinxuzi,in850A.D.Zhengsiynanalsowroteabout
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thesethreecomponentsinthe'lrbooksoEalchemist.Zhengsiymansayswhenthe

operatormiXedthreecomponents,itexplodedandburnedoだthecorrageandoperator

himselfburnedhishands.Thiswastheinventionofblackpowderbyalchemist,but

infact血eblackpowderseemstohavebeeninventedfromlらtto5thcentury,orp一ot)atIly

from2ndtolらtcenturyら.C.bythisprocessoEmetallurgy.

5. Aftertheinventionofblackpowder,itdevelopedintoEireworksinSuiand

TangEmpirefrom 6tlltO9thcentury. After940fireballs,firearmsandpowder

ammunitionweremadeinSorLgEmpire. In1045,thecompositionofblackpowder

andtheconstructionoffirearmswerewrittenminutelyinSonGovernment'sbookof
armsandtheartoflVar.

6. Froml126to1279,atthebattlesbetweenSong,JimandMongolEmpires,

variousLirearrows,fireballsandotherfirearlnSWhichweremadefromblackpowder

weredeveloped.

7. MongoliantroopusedtheseEirearmsin12198日hebattleofAmuRiverin

U之bek,in1241WahlstadtinPolandandOlmutzinMoravia.in1258BagdadinIrak,

andin1274HakoヱakiinJapan.

8. From1218to1258,tecknicsofblackpowderandfireworksofSouthChina

wereintroducedtoArabcountriesthrough theforeigntradebetweenSongandArab.

Ⅰlm alBaytharnotedinhisbookofmedicinesaltpetreasChinesesnow,andin1249

RogerBaconwroteabouttheprocessoErefining KNOBandcompositionofblack

powderin"OperikusArtisetMagial."

9. Thustheauthorconcludesthattheblackpowderwasi)tventedbyChinese

alchemistsfromendto3rdcentury,andfromlothto13thcenturyitdevelopedinto
firearTnSinSong,JimandMongolEmpire.Theirtechnicswereintroducedthrough

ArabtoEuropeancountriesinlaterperiodoE13thcentury.

(NipponKayAkuCo.,Ltd.)

ボールミルによる過塩素酸アムモニウムの粉砕

萩 原 故事･伊 東 威+

研 究 拾 文
tnmlmmIlmZMIluutllm)rlJm

I. 緒 富

一般にコンポジットプロペラントの酸化剤として使

用される過生来酸アムモニタム (以下APと略す)の

粒度分布については何等基準が無いようである｡例え

ば研究敢文や解現によれば,狭満開の微粒子群 (2-

20jL)の一山分布 (unimodaldistribution)の場合,

あるいは一山分布でも粗粒城がZGOjLをこえ,平均粒

昭和42年6月17E3受理
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径として可成I)大きい位をとる場合,あるいは二山分

棉(bimodaI)さらには多山分布 (mul(imodal)の場

合等がみられるl)｡ いづれにしてもプロペラントの製

造作某に際しては,まつ'各種粒度分布の酸化剤粒子群

の調合が必架である.またこの調合の基準はプT,べラ

ントの燃焼性,物理的強度および興作操車性の三点か

ら決定されるといえよう2)｡筆者らはブtlべラント用

の調合過密の主体は均等粒径の微粒子群であると考

え,このような粒子群の到達に研究の目標をおいた｡

(830) エ某火薬協会法




